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御
正
忌
・
報
恩
講
ご
案
内

皆
様
に
は
、
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
は
や
、
年
の
瀬
も
近
く
な

り
、
報
恩
講
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
報
恩
講
は
親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
を
ご
縁
と
す
る
法

座
で
、
真
宗
門
徒
が
最
も
大
切
に
し
て
き
た
法
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
配
慮
し
て
左
記
の
日
程
で
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
参
詣
聴

聞
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

※

今
回
も
距
離
を
と
っ
て
座
れ
る
よ
う
に
、
地
区
ご
と
に
振
り
分
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
で
き
れ
ば
表
の
左
下
の
日
に
お
参
り
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
当

日
の
ご
都
合
が
悪
い
場
合
は
い
ず
れ
の
日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

合

掌

記

●
講
師

中
西

無
量

先
生

二
十
一
、
二
十
三
日

田
川
市

西
岸
寺
住
職

四
日
市
別
院
輪
番

江
本

忍

先
生

二
十
二
日

中
津
市

長
仁
寺
住
職

二
〇
二
〇
年
十
一
月

み
や
こ
町
犀
川
上
高
屋

妙
見
山

念
信
寺

●
日
時

十
一
月
二
十
一
～
二
十
三
日

日

時

午
後
一
時
半
～

地
区
の
お
参
り
予
定

二
十
一
日
（
土
）

法
話

二
席

城
井
谷
地
区
・
そ
の
他
※

二
十
二
日
（
日
）

ご
伝
鈔
・
法
話

犀
川
谷
地
区
・
そ
の
他

二
十
三
日
（
月
）

登
高
座
・
法
話
一
席

上
高
屋
地
区
・
そ
の
他

勤
労
感
謝
の
日

※
そ
の
他
と
は
、
豊
津
・
築
上
・
行
橋
・
苅
田
・
田
川
・
北
九
州
等
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

●
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
お
茶
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
法
座
は
３
日
間
午
後
の
み
、お
斎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
本
堂
の
椅
子
は
余
裕
を
も
っ
て
配
置
し
、換
気
に
努
め
ま
す
。

●
出
来
れ
ば
地
区
指
定
の
日
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

●
体
調
の
不
安
が
あ
る
場
合
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。


